
へいせい３０ねんど ちどりがおかしょうがっこう １ねん

なつやすみのしおり
なまえ

【たのしいなつやすみにするために】

〈せいかつ〉
・まいにちできるおてつだいをきめましょう。

おてつだい

・はやね、はやおきをし、ちょうしょくをたべるなど、きそくただしいせいかつをしましょう。

・すすんであいさつをしましょう。

・あさのすずしいうちに、べんきょうしましょう。

（１０じまでは、がいしゅつをひかえましょう。）

・かわやうみへは、おとなのひとといきましょう。（すい）

・はなびは、みずをよういして、おとなのひととしましょう。（か）

・こうつうのきまりをまもりましょう。（しゃ）

・おかねは、たいせつなことにつかいましょう。（きん）

・ふしんしゃにきをつけましょう。（まん）

・でかけるときは、いきさきをいってでましょう。

（５じまえには、いえへかえりましょう。）

・てれびやげえむ、ぱそこんなどをするじかんややくそくをきめましょう。

・ようじがないときは、むやみにおみせにいかないようにしましょう。

＊くわしくは、「ちどりっこのやくそく」をいえのひととよみましょう。

〈がくしゅう〉
・ドリル ２さつ（ていねいにかきましょう。まいにちすこしずつしましょう。）

・えにっき （がんばったことやたのしかったことをかきましょう。）

・あさがおの みずやり（かれていても、２がっきにももってきて、べんきょうをつづけます。）

・あさがおのかんさつかあど３まいとはなのかずしらべ

（とくに、たねのできかたをくわしくしらべましょう。）

・おうぼさくひん（２てんいじょう）

・どくしょ（１０さついじょうよみましょう。としょしつのかいほうびにほんをかりにきましょう。）

・ふぁみりいどくしょ

・じゆうべんきょう

（いきもののかんさつ、くさばなあつめ、え、こうさく、じゆうけんきゅう、ひらがなやことばあ

つめ、けいさんかあどでけいさんれんしゅうなど）

・こくご、さんすうのぷりんと（２がっきにてすとをします。なんかいもれんしゅうしましょう。）

・「じんけんのはな」のせわ



〈けんこうなからだ〉
・しょくごに、はみがきをしましょう。

・びょうきをはやくなおしましょう。

・じぶんにあったうんどうをつづけ、「ちゃれんじ３０１５」をぬりましょう。

（すいえい、てつぼう、なわとび、らじおたいそうなど）

・ぷうるかいほうびには、すいえいのれんしゅうにすすんでさんかしましょう。

・「けんこうかれんだあ」で、けんこうなすごしかたをふりかえりましょう。

【がっこうにくるひ】
○ とうこうび…きんじょのともだちといっしょにとうこう。

７／３０(げつ)、 ８／１(すい)、 ８／２３(もく) （８じ１５ふん～１１じ）

○もぷうるのようい、うちばきずっく、あんぜんぼうし、すいとう、ひっきようぐ、
れんらくちょう、かりているほん（びにいるぶくろにいれて）、はんかち、はなかみ

＊ ８／１には、「げんき！なつどりる」をしあげてもってくる。

＊ ８／２３には、「なつにぱわああっぷどりる」、えにっき、おうぼさくひんをしあげてもってく

る。

○ おやこじょそう…いえのひとといっしょにとうこう。

８／２５(ど)（７じ～８じ）

○もごみぶくろ、ぐんて、ごみつまみ

○ ２がっきしぎょうしき…いつものしゅうだんとうこう。

８／３１(もく)

○もひっきようぐ、れんらくちょう、れんらくぶくろ、ぞうきん２まい（なまえとひも）、
すいとう、はんかち、はなかみ、うちばきずっく、としょしつのほん、きゅうしょくせっと

なつやすみのせいかつひょう、ふぁみりいどくしょ、あさがおのかんさつかあど、あさがおの

はなのかずしらべ、ちゃれんじ３０１５、けんこうかれんだあ、ちどりっこのやくそく

（ふとじのものは、ちゃぶうとうにいれてもってくる。）

○れしきふく、なふだ、ぼうさいきゅうしょく
＊ 「じんけんのはな」とあさがおのはちは、いえのひとといっしょに、８／３１(きん)または、

８／３０(もく)にもってきて、べらんだにならべます。（そのとき、みずをたっぷりあげる。）

＊ このほかに、ぷうるやとしょしつのかいほうがあります。どんどんりようしましょう。

【れんらくさき】
こまったこと（びょうきやけがなど）があったら、がっこうへしらせましょう。

とうこうびやべんきょうかいなどをけっせき・ちこくするときも、かならずれんらくしましょう。

○ がっこう でんわ ３１－００３１


